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　市が行っている仕事で、皆さんがわかりにくい
ことや、お聞きになりたいこと、暮らしに役立つ
話や実技などについて、市職員が皆さんの希望場
所へ出向いて、ご説明します。市内在住・在勤・
在学者で構成する20人以上の団体で、次の表から
メニューを選び、申し込んでください。
　なお、メニューにない講座についても、可能な
限り対応しますので、お気軽にご相談ください。
�����　年間・午前９時～午後９時（90分以内）
　　　　　　※12月25日～１月15日は除きます　

�����　学習会主催者が、市内に確保（＊会場は、市内限定）してください
�����　不要
�����　講座開催希望日の１カ月前までに、生涯学習課へ
※業務の都合等により、開催日時などご希望に沿えない場合もあります。
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皆
さ
ん
は
、「
自
分
一
人
が
投
票

　
　
　
　
　
　

に
行
か
な
く
て
も
、
選
挙
の
結
果

　
　
　
　
　
　

に
は
影
響
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
考

　
　
　
　
　
　

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　

確
か
に
、
一
人
の
投
票
は
た
っ

　
　
　
　
　
　

た
一
票
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　

そ
ん
な
一
票
の
積
み
重
ね
が
、
大

　
　
　
　
　
　

き
な
流
れ
を
引
き
起
こ
す
の
で
す
。

　

よ
り
良
い
社
会
を
期
待
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
は

行
動
す
る
こ
と
で
す
。

　

誰
も
が
た
っ
た
一
票
と
は
思
わ
ず
、
そ
の
一
票

の
持
つ
大
き
な
意
味
を
考
え
な
が
ら
投
票
に
行
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
が
自
分
た
ち
の
未
来
へ

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
一
票
の
重
さ
と
有
権

者
の
熱
意
が
、
候
補
者
に
伝
わ
り
、
国
民
の
目
線

に
立
っ
た
政
治
を
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

大
人
が
前
向
き
に
行
動
し
な
け
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
未
来
は
明
る
い
も
の
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
「
一
票
の
重
さ
、
大
き
さ
」
を
感
じ
な
が
ら
、
投

票
所
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　本市の地区計画の決定地区は15地区あり、現在は今年の10月に全通する山
手幹線沿道について重点的に取り組んでいます。沿道においては、すでに松ノ
内町と翠ケ丘町の２地区が決定しており、今回は月若町と大原町について縦
覧を行います。なお、８町ある山手幹線沿道の残り４町においても地区計画策
定作業に取り組んでおり、山手幹線沿道のすべての町で住宅都市芦屋の住環
境の保全・育成に向けた取り組みが行われています。
���　阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計画）地区計画の決定
　　　　①月若町地区地区計画（芦屋市決定）案
　　　　②大原町地区地区計画（芦屋市決定）原案
���　６月16日～30日・平日の執務時間内
���　都市計画課
��������
　土地に関する利害関係者は、縦覧期間中に「月若町地区地区計画（芦屋市決
定）案」については市に、「大原町地区地区計画（芦屋市決定）原案」については
芦屋市長宛に意見書を提出（都市計画課）することができます。
※意見書は、個人情報以外は都市計画審議会の資料として公表されます。
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　市税の滞納により差し押さえた上記自動車を、せり売りの方法で公売します。
入札は、どなたでも参加できます。
������
�����　自動車３台（ポルシェ・ジャガー・ニッサンインフィニティ）
�����　６月29日（火）午後２時～
�����　市役所北館２階会議室３
�������	
�
�����　６月29日（火）午前10時～
�����　市役所北側広場（＊雨天の場合、旧消防本部庁舎）
　※公売物件等の詳細は、公売広報・市ホームページを参照してください。
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私
は
神
戸
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、

戦
後
の
市
制
施
行
間
も
な
い
こ
ろ
の
芦
屋

と
い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
も
大
変
思
い

出
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
で
も
鮮
烈
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
小

学
生
の
こ
ろ
に
写
生
で
行
っ
た
芦
屋
神
社

で
、
神
社
の
裏
手
一
面
の
雑
木
林
の
中
に

見
え
て
い
た
、
モ
ダ
ン
な
た
た
ず
ま
い
の

国
際
ホ
テ
ル（
現
芦
屋
大
学
）の
あ
る
風
景
。

　

ま
た
高
校
生
の
こ
ろ
に
は
、
山
芦
屋
町

に
お
住
ま
い
だ
っ
た
伊
藤
継
郎
画
伯
の
お

宅
へ
絵
を
習
い
に
通
い
、
大
学
生
の
こ
ろ

に
は
、
学
校
帰
り
に
芦
屋
で
途
中
下
車
し
、

貸
ヨ
ッ
ト
や
ボ
ー
ト
を
借
り
芦
屋
の
海
で

遊
ん
だ
思
い
出
。
昭
和
三
十
年
・
三
十
一

年
の
夏
に
松
浜
公
園（
現
芦
屋
公
園
）で
開

催
さ
れ
た
、吉
原
治
良
さ
ん
た
ち
の「
野
外

グ
ル
ー
プ
展
」も

鮮
烈
で
し
た
ね
。

　

ず
い
ぶ
ん
と

刺
激
を
受
け
て
、

私
も「
芦
屋
市
展
」に
応
募
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。そ
こ
で
入
選
し
た
こ
と
も
、今
は

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

古
く
か
ら
芦
屋
は
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
拠
点
で
し
た
が
、
戦
後
も
芦
屋
に
は
キ

ラ
星
の
よ
う
な
文
化
人
が
た
く
さ
ん
住
ん

で
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま

し
た
ね
。
吉
原
治
良
さ
ん
や
伊
藤
継
郎
さ

ん
、
田
中
千
代
さ
ん
、
富
田
砕
花
さ
ん
、

ハ
ナ
ヤ
勘
兵
衛
さ
ん
、
高
浜
年
男
さ
ん
、

稲
畑
汀
子
さ
ん
、
早
野
台
気
さ
ん
…
。
皆

さ
ん
地
元
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
た
の
で
、

芦
屋
文
化
も
ず
い
ぶ
ん
と
香
り
高
か
っ
た
。

　

芦
屋
に
住
み
始
め
て
、
十
六
年
間
の
議

員
生
活
の
か
た
わ
ら
、
私
も
観
光
協
会
・

姉
妹
都
市
協
会
な
ど
で
活
動
し
て
き
ま
し

た
し
、
そ
の
後
も
「
緑
化
協
会
」の
設
立
や

「
文
化
協
議
会
」・「
芦
屋
文
化
友
の
会
」な

ど
、
多
く
の
団
体
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

芦
屋
観
光
協
会
で
は
、こ
れ
ま
で「
高
浜

虚
子
三
代
句
碑
」や「
細
雪
」の
文
学
碑
を

建
て
、山
ま
つ
り
や
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー

ル
実
施
、ま
た
昨
年
に
は
協
会
創
立
六
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て「
新
芦
屋
八
景
」も

選
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、ル
ナ
･
ホ
ー
ル
や
芦
屋
八
景

の
一
つ
・
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館（
旧
山
邑
邸
）

な
ど
で
、
芦
屋
出
身
の
世
界
的
な
ジ
ャ
ズ

ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
・
タ
イ
ガ
ー
大
越
さ
ん

を
中
心
に
、
六
月
五
日
・
六
日
に
「
芦
屋
音

楽
祭
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ガ
ー
大
越
さ
ん
は
、「『
芦
屋
音
楽

祭
』
の
発
起
こ
そ
が
、
僕
の
長
年
の
思
い

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
来
た
理
由
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
、芦
屋
で
の
音
楽
祭

開
催
へ
の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
タ
イ
ガ
ー
大

越
さ
ん
が
、
今
で
も
故
郷
芦
屋
に
そ
ん
な

思
い
を
抱
き
続
け
て
く
れ
て
い
る
な
ん
て
、

本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

　

私
も
そ
ん
な
思
い
を
大
切
に
受
け
止
め

つ
つ
、
ま
た
若
い
世
代
の
音
楽
家
た
ち
の

活
躍
を
願
っ
て
、
未
来
の
芦
屋
文
化
が
よ

り
香
り
高
く
あ
る
よ
う
に
、
来
年
も
ま
た

「
芦
屋
音
楽
祭
」を
開
催
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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昭
和
十
一
年
、
神
戸
市
に
生
ま
れ
る
。

関
西
学
院
大
学
卒
業
後
、
二
年
間
米
国
へ

留
学
。
帰
国
後
、
祖
母
・
ノ
ブ
が
大
正
五

年
に
設
立
し
た
「
神
戸
婦
人
同
情
会
」
で
、

母
・
英
子
を
サ
ポ
ー
ト
。
昭
和
三
十
九
年

結
婚
、
四
十
一
年
に
芦
屋
へ
。
昭
和
四
十

六
年
か
ら
六
十
二
年
ま
で
芦
屋
市
議
会
議

員
を
務
め
た
。
平
成
十
年
、
長
年
に
わ
た

る
福
祉
活
動
へ
の
功
績
で
藍
綬
褒
章
受
章
。

ま
た
二
十
一
年
に
は
、
旭
日
双
光
賞
受
賞
。

　

現
在
は
、社
会
福
祉
法
人「
神
戸
婦
人
同

情
会
」理
事
長
を
は
じ
め
、芦
屋
観
光
協
会

会
長
・
芦
屋
霊
園
協
力
会
会
長
・
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
兵
庫
芦
屋
プ
ロ
グ
ラ
ム

委
員
長
ほ
か
、
多
く
の
団
体
の
役
職
を
兼

任
さ
れ
て
い
る
。
奥
池
南
町
在
住
。
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���　６月24日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　松本
清張作「西郷札」について、作品の背景・作家の心情　���　作家・柳谷郁子
氏　���　16人　����　2,300円　�����　上記へ　

���������������	
��������

���　７月22日～平成23年３月24日（第４木曜日・月１回）午後１時～２時
30分　���　講義室　���　冠婚葬祭のマナー・生活に役立つ作法や美
しい立ち居振る舞い・すてきなあいさつの仕方など　���　日本現代作法
会副会長・寒川由美子氏ほか　���　16人　����　各回2,500円（９回
分一括22,500円・３回分7,500円×３分割払いも可）＊教材費1,200円程度別　
�����　上記へ

�������	�
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����������������������

　市では、保険対象診療の医療費の一部を助成する「福祉医療費助成制度」を
実施しています。７月１日からの受給対象者・所得制限等は下記のとおりです。
　医療区分・扶養人数等により、受給者本人・配偶者・保護者・扶養義務者の所
得制限が異なります。新たに制度の対象になるかたは、受給者証の交付申請を
行ってください。健康保険証・印鑑（認めでも可）・転入者のかたは平成22年度
（平成21年分）所得証明書、さらに下記４・５のかたは身体障害者手帳、療育手
帳または精神障害者保健福祉手帳のいずれかが必要です。
※５のかたは、本人名義の銀行口座番号の分かるものも必要です。
※現在、福祉医療費助成制度受給のかたは、申請の必要はありません。
�������	
��������
　現在、福祉医療費受給者証をお持ちのかたは、６月30日で有効期間が終了し
ます。平成22年度（平成21年分）の所得が下記の基準額未満のかたは、新しい
「福祉医療費受給者証」を６月末に送付します。なお、所得制限が基準額を超え
ているかたについては、受給資格がなくなります。

� � � �
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� � � � �����

次の要件をどちらも満たすこと。
（1） 市（区）町村民税非課税世帯
　に属していること。
（2） 受給者本人の年金収入を加
　えた所得が80万円以下。
＊経過措置として平成23年６月
　までは、市（区）町村民税非課
　税世帯に属するかたは助成の
　対象となります

65歳の誕生日の属する月
の初日から70歳に達する
日の属する月の末日まで
のかた。
＊月の初日生まれのかた
　は、前月の末日まで

�����

保護者等の所得制限なし０歳児

����

����
�

保護者等の所得制限は市（区）町
村民税所得割税額が23万５千円
未満。
＊経過措置として、平成23年６
　月までは保護者等の所得が扶
　養人数０人の場合、532万円未
　満、扶養人数が１人増えるご
　とに38万円を加算した額未満
　であれば助成対象となります

１歳～小学校３年生の
修了前まで

母等扶養義務者の所得制限は、
扶養人数が０人の場合、192万円
未満。
＊扶養人数が１人増えるごとに、
　192万円に38万円を加算した
　額未満となります

父子・母子家庭等で、18歳
に達した後の最初の３月
31日までの児童と児童の
父・母等および父母と死
別した児童等

�����

����
�

受給者本人・配偶者・扶養義務者
の所得制限は市（区）町村民税所
得割税額が23万５千円未満。
＊経過措置として、平成23年６
　月までは、受給者本人の所得
　が扶養人数０人の場合360万
　４千円未満、扶養人数が１人
　増えるごとに38万円を加算し
　た額未満、かつ、配偶者・扶養
　義務者の所得が扶養人数０人
　の場合628万７千円未満、扶養
　人数が１人増えるごとに１人
　目は24万９千円、２人目以上は
　21万３千円を加算した額未満
　であれば助成対象となります

身体障害者手帳１級～３
級、療育手帳（Ａ・Ｂ１）、
精神障害者保健福祉手帳
１級
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後期高齢者医療被保険者
で、身体障害者手帳１級
～３級、療育手帳（Ａ・Ｂ
１）、精神障害者保健福祉
手帳１級
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※上記の２～５については、保護者等・受給者本人・配偶者・扶養義務者
　の『総所得金額等の合計額』（給与所得、年金等所得、譲渡所得等の合計額）
　から、社会保険料控除（定額８万円）・障害者控除・医療費控除等を差し引
　いた金額が所得制限額未満であれば、上記制度を受けることができます。

　

市
立
幼
稚
園
で
は
、「
あ
り

が
と
う
を
感
じ
る
子
」「
し
っ

か
り
自
分
を
見
つ
め
る
子
」

「
や
る
気
い
っ
ぱ
い
元
気
な

子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
二

年
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
を
感
じ
る

心
」
を
育
て
る
た
め
に
、
日

常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
場

を
大
切
に
し
ま
す
。
友
達
が
優
し
く
し
て
く
れ

た
り
、
困
っ
た
と
き
に
助
け
て
く
れ
た
り
す
る

と
、「
嬉
し
い
ね
」「
良
か
っ
た
ね
」
と
、
教
師

は
子
ど
も
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
、
共
に
感
謝

の
気
持
ち
を
感
じ
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
心
か
ら
う
れ
し
い
と
感
じ
、

「
あ
り
が
と
う
」と
自
然
に
言
え
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
分
を
み
つ
め
る
心
」
を
育
て
る
た

め
に
、
友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
喜
び
、
自
分
の
思

い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
で
味
わ
う
葛
藤
、
充

実
感
や
達
成
感
、
時
に
は
挫
折
感
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
感
情
体
験
を
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
が
自
分
自
身
で
折
り
合
い
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
時
間
を
か
け

て
支
え
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
や
る
気
い
っ
ぱ
い
の
心
」を
育
て

る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動
を
し
ま
す
。

　

自
分
た
ち
で
育
て
て
収
穫
し
た
野
菜
を
使
っ

て
料
理
を
し
た
り
、
少
し
難
し
い
と
感
じ
る
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
地
域
の
か
た
の
協

力
を
得
て
伝
承
遊
び
を
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち

は
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し
て
自
信
を
つ
け
て

い
き
ま
す
。

　

幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基

礎
を
培
う
重
要
な
時
期
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
幼
稚
園
で
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
通
し
て
、
生
き
る
力
の
基
礎
を
は
ぐ
く
ん

で
い
き
ま
す
。
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